
水辺活性化事業（都心で初めての「海の駅」開設）について 

 

 

 

【事業内容】 

福島区では、水辺のにぎわいづくりを目指し、都心部(中之島エリア)の入口に位置し、

海と川の結節点にあたる安治川右岸において、「ざこばの朝市（H26: 約３万人）」をはじ

めとする各種活性化事業を関係機関と連携協力し開催してまいりました。 

  このような状況を踏まえ、一時的なイベントから日常的な取り組みを行うため、当該

エリアの特性を活かしたサービスや魅力を提供する、都心では全国で初めてという   

「海の駅」を平成 28年度にオープンいたします。 

  

【主なスケジュール（予定）】 

 ・平成 28年１月 15日 ： 大阪府河川水辺の賑わいづくり審議会 

・平成 28年２月    ： 河川管理者による「都市・地域再生等利用区域（準則特区） 

の指定 

 ・平成 28年２～３月 ： トイレの基盤整備(舗装)・給排水工事 

 ・平成 28年５～６月 ： トイレの設置 

 ・平成 28年６月～  ： 「海の駅」順次オープン 

  

【主な事業内容(平成 28年６月～ 予定）】 

 ・マリーナ事業  台船を活用した小型船舶の係留サービス 

 ・水上店舗事業  台船上での水辺カフェなど 

・イベント事業  既存イベント(ざこばの朝市等) など 

  

※   なお、浮き桟橋による小型船舶の係留サービスやレンタルボート等、水上バイク・カ

ヌー等の体験サービスや機材提供、水上学校やライトアップ等、水上ゲストハウスや

水上飛行機事業も、以後、順次実施の予定です。 

 

海の駅：「プレジャーボートによる来訪者のために、「いつでも、誰でも、気軽に、安心して立ち

寄り、利用でき、憩える（船を着けられる・陸に上がれる・船に乗れる）港」」 
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